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2000 年以上もの長い歴史を持つ中国の伝統的封建社会では、男尊女卑という考えの下、

女性には家の財産を相続する権利が与えられてこなかった。1949 年、中華人民共和国の

成立後、1985 年に公布された『中華人民共和国相続法』において、初めて相続権の男女

平等の原則が明記された。しかし、このような法律上の規定があるにもかかわらず、現在

でもなお、女性の財産相続権を無視し、剝奪するような事実が多くみられる。

本論文は、現代中国の女性の財産相続権の現状と諸問題と題し、上記の相続法の男女平

等の原則の一方で、女性の財産相続権が実際には男女平等とはなっていない現状を具体的

な事例を挙げて明らかにし、その問題点をジェンダー論的アプローチから分析考察し、そ

の現状の改善策に向けて検討することを目的としている。

現代中国における相続方法には、「遺言相続」と「法定相続」がある。遺言が残されて

いた場合は、被相続人の遺言書により相続人と相続分が決まるものを「遺言相続」という。

一方、被相続人が遺言を残さず、相続人の間での話し合いでもまとまらず、相続紛争が起

きた場合には、裁判所が遺産分割の調停と民事裁判を行い、その遺産分割は法律で定めら

れた法定相続割合を基準にして決定される。このような民法の規定によって、相続人の順

位、受け継ぐ相続分が決められるものを「法定相続」と呼ぶ。

このように相続法に相続権男女平等が明記されたことで、裁判所は財産相続の係争にお

いては、男性を偏重せずに、男女平等の原則を踏まえて、相続法及び民法典で定められた

相続順位に従って、法定相続人を確定し、また法定相続分を基準にして分割している。し

かし、裁判所のより公正な判決の一方で、実際には財産相続をめぐって、裁判にまで至ら

ずに女性の権利が侵害や剝奪される事例も数多く存在することが知られている。

本論文では、以上のような問題意識に基づき、第１章「現代中国における相続法と女性

の財産相続権」では、1949 年中華人民共和国成立以降、現在に至るまでの相続法制度に

ついて論じていく。まずは 1985 年に制定された『中華人民共和国相続法』の制定経緯や

内容について述べる。また、女性の財産相続権に関わる条文のある婚姻法、婦女権益保障

法の規定について述べる。さらに、2021 年 1 月から施行された『中華人民共和国民法典』

の内容を紹介する。本章の目的は、第２章以降の議論に先立ち、現代中国における女性の

財産相続権を保護する法整備の歴史やその内容を明らかにすることである。

第２章「統計にみる現代中国におけるジェンダーギャップの現状」では、まず、国際連

合の国際連合開発計画による『人間開発報告書』と、世界経済フォーラムによる『世界男

女格差報告書』および中国国家統計局の統計や報告書に基づき、中国におけるジェンダー

ギャップの実態を明らかにする。また、中国国家統計局の『中国女性社会地位調査報告』

などの報告書に基づき、女性の財産相続権が剝奪されている現状についても触れることに

する。

第３章「現代中国における女性の財産相続をめぐる係争事例研究」では、女性の財産相

続をめぐる係争の具体的事例を紹介しつつ、女性の財産相続の現状を明らかにしていく。

まずは、3-1 では最高人民法院が管理している裁判文書網から収集した女性の財産相続に

関する判例から、娘、寡婦の財産相続権が侵害された具体的事例をそれぞれ紹介する。ま

た、家産の分割における娘に対する差別を紹介する。相続法に相続権男女平等が明記され

たことで、それ以降、裁判所は財産相続の係争においては、男性を偏重せずに、男女平等

の原則を踏まえて、相続法および民法典で定められた相続順位に従って、法定相続人を確

定し、また法定相続分を基準にして分割・配分している。しかし、裁判所がより公正な判

決を下す努力をしているにもかかわらず、裁判にまで至らずに、さらに女性の権利が侵害

や剝奪される事例も数多く存在することが知られている。そのため、3-2 では、そのよう



２

な女性差別的な現状や遺産相続に関連する問題点を裁判所のホームページに掲載されて

いる民事調停事例から明らかにするとともに、さらに 3-3 では、新聞・雑誌の「法律相談」

の記事からの身近な事例を紹介しながら、さらにその現状と問題点に関して分析考察を加

える。

第４章「女性の財産相続権めぐる諸問題解決へのジェンダー論的考察」では、以上の統

計や事例研究を踏まえて、法律上では明快な規定があるにもかかわらず、実際には女性の

財産相続権が剝奪されているような現状および男女差別に関する諸問題点を指摘し、現代

中国において今なお根強く残る「家父長制」や「男尊女卑」的思考などについて、ジェン

ダー論の視点から分析考察を行う。

第５章「結論 改善策に向けた提言」では、以上の本論での議論を踏まえた結論と提言

を述べる。現代中国において今もなおみられる財産相続の女性差別の現状に対して、その

解消に向けた改善策として、中華全国婦女連合会と NGO の活動推進や、女性差別解消に

向けたジェンダー教育の推進、そして、相続法の改正に向けた動きと提案という三つの観

点から、それぞれ提言を整理して述べることにしたい。
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